
 

 

 

 

 

 

 

春風が心地よい季節となりました。皆様いかがお過ごしでしょうか。新年度を迎え、

地域支援チームも新メンバーとなりました。チームで力を合わせて支援の輪を広げていき

たいと思います。今年度もどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

支援だより 
県立金沢支援学校 連携支援グループ 地域支援チーム  令和８年５月 

第１号 

地域支援チーム員の紹介 

◎安藤裕子（連携支援ｸﾞﾙｰﾌﾟﾘｰﾀﾞｰ）  

  藤原尚子（教育相談ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ）  菊地はるな（教育相談ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ）         

横澤裕里（A 部門）     井上光咲（A 部門） 

柴田冴香（小 B）      丹 真未（小 B）     

柳沼亜理沙（小 B）          木谷 薫（小 B） 

小林和美（中 B・地域支援ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞｰ） 宮本海里（中 B） 

菊池めぐみ（高 B）     山路倖茄（高 B） 

鈴木則行（高Ｂ）          

狩野伊奈穂（分教室） 

小川会理（言語聴覚士【ＳＴ】） 

 

かなざ輪☆支援るーむ 

   金沢支援学校のホームページのかなざ輪☆支援るーむのコーナーでは、 

地域支援チームや教育相談コーディネーターからの情報発信や進路支援に 

ついての内容を随時更新しています。ぜひご覧ください。 

 



学校関係の会議に参加 
地域の小・中学校の児童支援・生徒指導専

任の先生方、特別支援学級の先生方で実施さ

れている連絡会に参加しています。地域の学

校と連携し、課題の共有や情報交換を行って

います。 

 

 

 

特別支援学校には『センター的機能』というものがあります。地域で暮らす全ての子ど

もたちが、それぞれのニーズに応じた適切な支援を受け、健やかに成長できるよう、特別

支援学校の専門性をいかして地域とともに子どもたちの支援を考えていく、そのような役

割です。また、近隣の学校で出張授業や学校間交流を行う等、障がい理解のための活動を

幅広く行っています。主な活動をまとめましたので、ご覧ください。 

  

 

 

 

 

              
                                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育相談 
校内の相談だけでなく、巡回相談や地域に

お住いの保護者や教員等からの電話相談・来

校相談もお受けしています。相談直通の電話

もあります。 

 

 

巡回相談・障害理解啓発 
近隣の幼・小・中・高等学校から依頼を受

け、巡回相談や教員向けの研修会講師、地域

での障がい理解についての学習会講師などを

行っています。 

 

右の図がセンター的機能の

イメージ図です。 

それぞれの専門性を持った機関と

協力し、支援をつないでいくことで、

本校の児童・生徒を含む、地域の子ど

もたちが自分らしく学校で学び、地

域で安心して暮らしていけることを

目指しています。 

地域との連携 
地域で行われる諸会議に参加しています。

その一つに、横浜市の自立支援協議会があり

ます。この会議は、障害のある方々が地域で

安心して生活するために、学校や行政、医療

機関、福祉、放課後等デイサービスやグルー

プホーム関係者等、様々な関係機関が集まっ

て、話し合いをしています。 

金沢支援学校のセンター的機能 

【かなざ輪☆ほっとライン】 

℡→045-770-6877 

 


